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論文内容要
 ヒ日
 本邦には第三紀に貫入した花崗岩頚(ここでは,二じ)語を石英閃緑岩慶びそれより酸性の深成岩
 を総称して用いる)がク"リーン・タフ地域,フ†ッサ・マク'ナ地域,四万十帯に数多く報告されて
 いる。甲府盆地にも花崗岩類の貫入岩体が認められ,盆地を取り囲むように,北縁から集線を経て
 雨縁まで半周して露出している。その規模は東西30㎞,南北45㎞におよび,我国の第三紀花高岩類
 中,最も大きな岩体の1つである。
 甲府深成岩体は南部フォ。サ・マグナと四万十帯,即ちグ'ワーン・タフ地域と非グ1フーン・タフ
 地域の双方にまたがる位置に貫入している。
 本岩体は臼亜紀とされている小仏層群,下部中新世に属する御坂統の各々に熱夏成作用を与え,
 紅柱石を生ずる角閃岩担亜桐に捜ぷホルンフェルスを形成している。これらの岩石と甲府深成岩体
 を不整合に,上部鮮新世の水ケ森火山岩類,下部洪積世の茅ケ岳火山噴出物が被覆している。甲府
 深成岩休に伴って少量の閃緑岩,石英斑岩,安山岩質溶岩及ひ火山砕屑岩が産出する。甲府深成岩
 体を構成する岩石は,その産状,岩石学的性質から10の型に分けられる。即ち,広瀬型・三宝型・
 塩平型・瑞摘昇仙峡型(更に瑞摘亜型・昇仙峡亜型に分けられる),湘[=・金旧型・苔川型・
 黒金型・要害型・占蜜型である。最初の3型及び藤野木型,金川型は,野.外で各々互に漸移する。
 広瀬型・三宝型・塩平型の貫入は下～中㌶中軒世におこなわれた。この3型の固結後,模造運動が
 あって,広瀬型に南北方向の破砕帯が生じた。その後,順次,各型の貫入がおこなわれ,古宿型の
 貫入で全活動が終了するoKawanoandUeda(1966)のK-Ar法による絶対年代の測定結果は,
 以上の貫入順序とよく一致する。これによれば,最後におこなわれた古宿型の貫入は,下部鮮新世
 である。広瀬型に生じた破砕帯に沿って安山岩,黒金型花南岩頚が一i'段次貫入して重複岩脈を形成し
 ている。地方,金田型花崗岩類は,丹沢深成岩体の北側から延iびる藤野木一要田線に后って貫入し
 ている。既述の破砕帯の西側には,これとほ9平行に鮮新世以後に生じた破砕帯がある。
 広瀬型・三宝型・塩平型・要害型は黒雲母と普通角閃石を主な有色鉱物とする花崗閃緑岩である。
 藤野木型・金IFl型・黒金型は紫蘇輝石と単斜輝石(普通輝石又はサーライト)を含有する石英閃緑
 岩又は花崗閃緑岩である。芦哨型は盤石を含有しない石英閃緑岩であるっそして,翁醤i昇仙峡型及
 ひ古宿型はアダメロ岩を主休とする酸性な花筒者順から成る。
 各型の化学組成をみると,鷺1欄昇仙候型は・く・L・ト長石と石英に富むので,SiO2,K20が10型の
 うち最も高いのに対して,芦川型はカリ泉石に著しく乏し.・く、曹長石に富・1■だ㌫長石が多いので,
 著しくK20が低く,逆にNa20が高い。岩石の化≠組成を勉の箏三紀マ三肖岩塚と比較すると,芦
 川型は丹沢深成岩体によく9ミ似しているのに対して,芦川型以外の型は四万十帯又は東北日本ク"リ
 ーン・タフ地域の花崗岩類に類似している。この傾向はK20、/Na20-di「ferf・nt.laU`}nindex
 図に最もよく表わされる。
 花岡岩頚で最も重要な構成鉱物の1つである斜長石,カリ長石の性質をみると次のようである0
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一
 カリ長石中の曹長石分子の最は広瀬型で最も低く,三宝型・塩平型・古宿型の3型がこれに継ぎ,
 昇仙峡亜型・金川型・黒金型で高く,瑞樋亜型で最も高い。他万,灰長石分子のlit1は,輝石を含有
 する金川型・黒金型で高く,他の型で低いO一方,斜長石中の正長石分子の斌は冬型の聞でその差
 は特に認められない。灰長石分子の量は広瀬型・金川型・黒金型で高く,瑞描昇仙峡型で低い。芦
 川型の斜長石は厚い曹長石で囲まれている。斜長石・カリ長石の温度型を光軸角の劃定,X線桁末法
 等を用いて調べた結果は中間型である。この結果はSkyeの第三紀花崗岩類のそれと同様である,、
 普通角閃石の化学組成,光学的性質は普通角閃石であることを示す。
 黒雲母は鏡下では通常淡黄色～黒褐色の多色性を呈するが,瑞樋亜型の黒雲母は緑褐色～青緑色
 の多色性を示す。化学組成は普通角閃石同様,通常花崗岩類に産出する黒雲母のそれとよく類似し
 ている。黒雲母,普通角閃石の間のTiとMI1の分配はKreLz(1959)の曲線とほぼ一致する。
 輝石は単斜輝石(普通輝石,サーライト)と斜方輝石(古銅輝石,紫蘇輝石)から成る。一般に
 花崗岩質マグマでは水蒸気圧が高いので輝石は不安定であるため,周縁部がカミンク'トン閃石,緑
 色普通角閃石に置換されている。平行連晶した紫蘇輝石とサーライトを普通角閃石が置換している
 場合,紫蘇輝石の(100)面と,サーライト,普通角閃石の(010)面は平行である。紫蘇輝石が
 カミングトン閃石に置換され,これが更に普通角閃石に置換されていることが鏡下で観察されるこ
 とが多い。
 Carmichae1(1963)の図を用いて長石と石英の品串順序をみると,CaOに乏しい瑞樋昇仙峡型
 では石英・斜長石・カリ長石がほy同時に晶出を開始するのに対して,他の型ではCaOに比較的
 富むために斜長石から晶出を開始する。このうち芦川型では斜長石についで石英を晶出して液のほ
 とんどが消費され,残った僅かな液が微量のカリ長石を晶出する。芦川型以外の型では斜長石,石
 英についでカリ長石を島出する。以上の晶出順序は鏡下で観察される結果とよく一致する。即ち,
 瑞樋昇仙峡型では石英・斜長石・カリ長石のいずれもが粒状に近い形で壷出する。芦川型では半自
 形の石英と,厚い再長石に囲まれた斜長石の間を微量のカワ長石が填間状に産する。又,これ以外
 の型では半自形の斜長石と填聞状のカリ長石,石英が産する。
 花崗岩類の貫入時の温度を推定する方法として,Barth(1962)による2長石地質温度計は斜長
 石,カリ長石の双方が存在する場合に適用し得を又,Tutt・ieandBoweIl(1958)によるQ-Or
 rAb-H20系を用いて温度,圧力を知る方法は,ノルムで石英+正長石+斜長石が80%以上の時に
 使い得る。こうして求めた温度は,前の方法によれば500。～700。Cであり,後の方法によれば700。
 ～840。Cである。この結果には'150。～200。Cの差があるが,相対的な順序がほず一致することは興
 味深い。更にこの順序は,既述したカリ長石中の曹長石分子の量,斜長石,カリ長石の温度型等の
 傾向とも一致する。Q-Or-Ab-H20系から求めた水蒸気圧は500～1,000barsである。
 その産状に特徴のある瑞摘昇f山峡型について温度と圧力をみてみると次のようである。野外で,
 より高所に露出する瑞指亜型(A)は,これより低い所に露出する昇仙峡亜型(B)に比して細粒
 であり,晶嗣を有し,鏡下では石英とカリ長百のドraPhicinむergr〔}w掻が極く普通に認められる0
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 又蓼カリ長石中の曹長石分子の量もAでより富んでいる。これらのことはAがβより浅所に質入し,
 より速く冷却したことを示す。これを地質温度計でみると,2長石温度計ではAは620。,7io。Cで
 あり野Bでは560。,60(〕。Cである。又,Q-Or一熟b-H20系によればフAは800℃,500baτ以
 下,Bは740℃,500～1,000barとな`),上述のA,B両亜型の地質学的・岩石学的性質とよく一
 致する。
 花崗岩質マグマでは水蒸気圧と全圧が等しいとすれば,既述のQ-Or-Ab-H、0系による
 500～1,000barの圧力は2～4㎞の深さに相当する。又,上述の瑞摘亜型のように,晶洞の存在す
 ろ岩石があることから判断しても豊本深成岩体が異常な浅所に貫入したと考えられる。
 芦川型と他の型の間の差が最もよく表われるK20/Na20-dlffere輔iationindex図に南部フ
 ォッサ・マグナに窮三紀に貰ノ＼した丹沢,甘利,円井の各岩体と,南部フ、1・ッサ・マグナに近い四
 万十帯に第三紀に貫入した甲斐駒岩体の各々の化学組成を点示して比較すると,芦川型を含めて南
 部フォ:ノサ・マグナに貫入する岩体は共通してK2Q/N財0比が低く,逆に芦川型以外の甲府深成
 岩体と,甲斐駒岩体はこの比が高い。
 甲府深成岩体を本邦の他の地域の第三紀花崗岩類と野外及び鏡下での観察をもとにして比較する
 と次のようである。まず,グリーン・タフ地域に貫入する岩体はその規模が小さく,岩体内での小
 さな単位での相変化が著しく,火山岩を密接に伴う。又,岩石は石英閃緑岩を主体とし,しばしば
 輝石を伴う。これに対して,四万十帯に貫入する岩体は,その規模がかなり大きいものがあり,火
 山岩は余り伴わない。岩石はアダメロ岩を主体とし撃通常電気石を副成分鉱物として含有する。以
 上を甲府深成岩体と比較すると双方に類似した点を有している。このことは,本深成岩体が南部フ
 ォッサ・マグナ,四万十帯の交叉する位置に貫入している事実によるものであるo
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 論文審査結果の要旨
 加藤祐三の提出学位論文は甲府盆地周辺に分布する花崗岩質岩類の研究であって,本邦には第三
 紀花樹岩瀬がグリーン・タフ地域と四万十帯に多数存在する。甲府盆地周縁にもそのiつがあり,貫
 入位置はフ、搾サ・マグナと四万十帯の交叉する点にあり,規模は第三紀花樹岩頚中第一級のもので
 ある。本岩体は白堊紀の小仏層群並に第三紀の御坂統に熱変成作用を与えて貫入している。貫入は
 中部中新世に始まり,下部鮮新世に終った。本岩体を構成する岩体は産状,岩石学的性質から広瀬,
 三宝,塩平,要害,藤野木,金川,黒金,芦川,瑞織昇仙峡及び古宿の10の型に分類される。初め
 の4型は黒雲母と普通角閃石を含有する花崗閃緑岩,次の3型は紫蘇輝石と単斜輝石(サーライト
 又は普通輝石)を含有する石英閃緑岩,芦川型は輝石を含有しない石英閃緑岩,最後の2型はア
 ダメロ岩である。輝石は角閃石,黒雲母に置換されている。本地域に産する岩石鉱物試料について
 約90個の化学分析と80個のモード分析をおこなった。岩石のK豊0/Na20比はフ"サ・マグナに質
 入する本岩体の中の芦川型以外の型及ぴ甲斐駒岩体で高い。カリ長石中の曹長石分子の量は広瀬型
 で最も低く,瑞魑昇仙峡,金川,黒金の各型で最も高い。斜長石,カリ長石の温度型を光学的,X
 線的性質からみると中間型である。普通角閃石,黒雲母の化学組成,光学的性質は通常花崗岩類に
 産出するものとよく類似している。石英,長石の晶出順序は多くの型では斜長石,石英,カリ長石
 の順であるがシOaOに乏しい瑞摘昇仙峡型では三省がほダ同時に晶出を開始する。芦川型ではカリ
 長石は殆んど晶出しない。貫入時の温度はBarth(ig62)による2長石地質温度計によれば500曳
 700。Gであり,Tuttle㎝dBowen(1958)によるQ-Or-Ab一}{20系から求めた温度は
 700。～840。である。この結果には差があるが相対的な順序はほぜ一致する。又この順序は既述し
 た長石の温度型ともよく一致するoQ-Or-Ab-H20系から求めた圧力は1000bars以下で,
 浅所で貫入したことを示す6本深成岩体の野外,鏡下で観察される挫質を中心こ,グリーン・タフ地域と四
 万十帯に貫入する花樹岩瀬とを丘駁すると双方に似た点がある。このことは本岩体が両構造区の交叉す
 る位置に貫入している事実とよく調和する。
 以上のように加藤は岩石学的には未解決であったフォッサ・マグナ地域の花崗岩質着類の特徴を明ら
 かにし,岩石学上に貴重な貢献をなした。よって加藤祐三提出の論文は理学博士の学位論文として
 合格と認めた。
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